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二
〇
二
三
年
一
月
四
日
、年
頭
記
者
会

見
で
岸
田
首
相
は
、「
二
つ
の
課
題
、第

一
に
日
本
経
済
の
長
年
の
課
題
に
終
止

符
を
打
ち
、新
し
い
好
循
環
の
基
盤
を
起

動
す
る
。第
二
に
異
次
元
の
少
子
化
対
策

に
挑
戦
す
る
。そ
ん
な
年
に
し
た
い
」と

強
調
し
た
。発
言
の
文
脈
を
た
ど
れ
ば
、

「
新
し
い
好
循
環
起
動
」の
一
丁
目
一
番

地
は
、成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
中
核
で

あ
る「
賃
上
げ
」だ
ろ
う
。

　
四
日
の
会
見
で
岸
田
首
相
は
賃
上
げ

に
つ
い
て
、二
〇
二
三
年
春
闘
で
連
合
が

五
％
程
度
の
賃
上
げ
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
是
非
、イ
ン
フ
レ
率
を

超
え
る
賃
上
げ
の
実
現
を
お
願
い
し
た

い
。政
府
と
し
て
も
、最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
、公
的
セ
ク
タ
ー
で
働
く
労
働
者

や
政
府
調
達
に
参
加
す
る
企
業
の
労
働

人
材
確
保
競
争
の
土
俵
に
ま
ず
上
が
れ

る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

　
事
実
、厚
労
省
の
毎
月
勤
労
統
計
を

見
て
も
、産
業
別
年
間
出
勤
日
数
は
建

設
業
と
製
造
業
で
十
二
日
、調
査
し
た
全

産
業
計
と
は
十
六
日
の
差
が
あ
る
。産
業

別
年
間
実
労
働
時
間
で
も
、建
設
業
と

製
造
業
で
六
八
時
間
、全
産
業
計
と
は

九
〇
時
間
の
差
が
あ
る
。

　
更
に
、年
間
賃
金
総
支
給
額
を
年
間

出
勤
日
数
で
割
っ
た「
稼
働
日
当
た
り
賃

金
」も
、建
設
業
男
性
生
産
労
働
者
の
賃

金
は
、製
造
業
男
性
生
産
労
働
者
と
比

較
し
て
も
一
割
程
度
低
い
。ま
た
、建
設

業
の
賃
金
を
、年
間
出
勤
日
数
が
建
設

業
よ
り
も
少
な
い
全
産
業
年
間
出
勤
日

数
で
割
っ
た
金
額
で
も
、製
造
業
男
性
生

産
労
働
者
の「
稼
働
日
当
た
り
賃
金
」よ

り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、働
き
方
改
革
で
現
場
の

労
働
時
間
を
削
減
す
る
一
方
、賃
金
を

上
げ
て
い
か
な
く
て
は
、他
産
業
と
の
処

遇
比
較
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
土
俵
に

さ
え
上
が
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
た
だ「
人
口
減
少
＝
担
い
手（
生
産
年

者
の
賃
金
に
つ
い
て
、イ
ン
フ
レ
率
を
超

え
る
賃
上
げ
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
す
」と
続
け
た
。こ
の
理
屈
そ
の
も
の

は
、た
ぶ
ん
間
違
っ
て
は
い
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
岸
田
発
言
に
対
し
、一
部

中
小
建
設
企
業
を
中
心
に
建
設
業
界
は

戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
。昨
年
、全
国
各

地
の
建
設
業
界
で
大
き
な
波
紋
を
呼
ん

だ
、「
賃
上
げ
企
業
に
対
す
る
政
府
調
達

の
総
合
評
価
方
式
の
加
点
」の
継
続
・
拡

大
へ
の
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
も
そ
も
建
設
企
業
数
の
九
割
以
上

を
占
め
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、い
ま
最

大
の
関
心
事
は
、二
〇
二
四
年
四
月
か
ら

適
用
が
始
ま
る「
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
」だ
。地
方
自
治
体
発
注
工
事
を
主

戦
場
に
す
る
中
小
元
請
に
は
、国
土
交
通

省
が
け
ん
引
す
る
週
休
二
日
工
事
や
技

齢
人
口
）減
少
」の
深
刻
さ
は
建
設
産
業

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。二
〇
二
二
年
十

二
月
二
十
二
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
民
間
議
員
が
提
示
し
た「
中
長
期
の

経
済
財
政
運
営
」の
参
考
資
料
に
は
、人

口
減
少
の
深
刻
さ
を
示
す
デ
ー
タ
も
示

さ
れ
た
。民
間
議
員
が
提
示
し
た
、国
勢

調
査
と
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所（
社
人
研
）の
将
来
推
計
人
口
を
基

に
作
成
し
た「
生
産
年
齢
人
口
の
推
移
」

は
、こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
大
都
市

圏
へ
の
人
口
集
中
問
題
さ
え
も
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
映
し
出
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、二
〇
二
〇
年
の
生
産

年
齢
人
口
を「
一
〇
〇
」と
し
た
場
合
、

二
〇
四
〇
年
の
減
少
率
が
三
割
を
超
え

る
都
道
府
県
は
、青
森
、岩
手
、秋
田
、

山
形
、福
島
、山
梨
の
六
県
存
在
。更
に

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
の
は
地
方
人
口
減
少
の

対
極
に
あ
っ
た
は
ず
の
大
都
市
圏
の
人

口
も
減
少
す
る
こ
と
だ
。東
京
圏
一
二
・

六
％
、名
古
屋
圏
一
六
・
五
％
、大
阪
圏

二
〇
・
七
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
　
建
設
業
は
得
意

術
者
交
替
モ
デ
ル
工
事
、提
出
書
類
の
大

幅
削
減
と
い
っ
た
建
設
企
業
の
働
き
方

改
革
支
援
は
、ま
だ
十
分
に
届
い
て
い
な

い
こ
と
も
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

　「
労
働
基
準
法
三
六
条
の
上
限
を
超
え

た
違
法
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
送
検
」。

三
六
条
と
は「
時
間
外
・
休
日
労
働
」に

関
す
る
項
目
。つ
ま
り
一
足
先
に
時
間
外

労
働
上
限
規
制
が
始
ま
っ
た
業
種
で
、実

際
に
罰
則
の
適
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

指
し
て
い
る
。「
こ
の
ま
ま
で
は
上
限
規

制
は
ク
リ
ア
で
き
な
い
」と
頭
を
抱
え
る

中
小
元
請
経
営
者
に
と
っ
て
二
〇
二
四

年
四
月
以
降
、万
が
一
に
も
罰
則
適
用

の
当
事
者
に
な
れ
ば
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

の
烙
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
う
」深
刻
な
ダ

メ
ー
ジ
の
影
響
も
頭
を
よ
ぎ
る
。

　
労
働
力
人
口
を
示
す
生
産
年
齢
人
口

数
は
、社
人
研（
平
成
二
十
九
年
推
計
・

中
位
仮
定
）に
よ
れ
ば
、二
〇
一
五
年
の

七
、七
二
八
万
人
か
ら
二
〇
四
〇
年
に
は

五
、九
七
八
万
人
と
一
、七
五
〇
万
人
減

少
す
る
。同
じ
比
較
で
総
人
口
の
減
少
は

一
、六
一
七
万
人
だ
か
ら
、人
口
減
を
上

回
る
勢
い
で
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る

こ
と
に
な
る
。ち
な
み
に
二
〇
四
〇
年
の

減
少
推
計
人
数
一
、七
五
〇
万
人
と
は
、

直
近
労
働
力
の
主
要
産
業
別
就
業
者
数

で
、建
設
業
と
製
造
業
、農
業
・
林
業
の

合
算
人
数
を
上
回
る
。

　
今
後
、岸
田
政
権
が
名
実
と
も
に「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
」を
実
行
し
そ
の
効

果
が
期
待
で
き
た
と
し
て
も
、二
〇
四
〇

年
ま
で
の
推
計
値
に
は
大
き
な
影
響
は

与
え
な
い
。少
子
化
対
策
効
果
は
長
期
で

期
待
で
き
る
か
ら
だ
。だ
か
ら
、中
期
的

に
は
産
業
間
・
企
業
間
の
人
材
確
保
競

争
が
激
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
経
済
成
長
を
阻
害
す
る「
人
口
オ
ー

ナ
ス
」に
直
面
す
る
日
本
の
将
来
を
切

り
開
く
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
、生
産
性

向
上
な
ど
に
つ
な
が
る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
革
新
）」と
言
わ
れ
る
。創
造
的
破

日
本
最
大
の
問
題
は
人
口
減
少

　
そ
も
そ
も
安
倍
政
権
時
代
の
二
〇
一

七
年
三
月
、歴
史
的
出
来
事
と
言
わ
れ

た
、経
団
連
と
連
合
に
よ
る「
罰
則
付
き

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
導
入
」合
意

か
ら
始
ま
っ
た
働
き
方
改
革
と
は
、先

進
国
の
な
か
で
日
本
だ
け
が
突
入
し
た

と
言
わ
れ
る「
人
口
減
少
＋
高
齢
化
」と

い
う
構
造
的
課
題
へ
の
対
応
の
一
つ
。い

ま
岸
田
首
相
が
強
調
す
る「
賃
上
げ
」と

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」も
こ
の
構
造

的
課
題
へ
の
対
応
が
底
流
に
あ
る
。

　
そ
の
な
か
、企
業
規
模
や
職
種
な
ど

で
個
別
事
情
が
あ
っ
て
も
、建
設
産
業
界

が
技
術
者
と
技
能
労
働
者
も
含
め
た
処

遇
改
善
、働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
の

は
、賃
金
や
休
日
と
い
っ
た
待
遇
比
較
で

壊
で
知
ら
れ
る
経
済
学
者
・
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
が
説
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
和
訳

は
現
在
使
わ
れ
る「
技
術
革
新
」だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、市
場
に
新
し
い
価
値
を
生

み
出
す「
新
結
合
」と
さ
れ
る
。

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
説
い
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
例
と
し
て
有
名
な
の
は「
郵
便

馬
車
と
鉄
道
」。「
馬
車
を
何
台
つ
な
い

で
も
鉄
道
に
は
な
ら
な
い
」と
し
て
鉄
道

を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
象
徴
に
挙
げ
た
。

　
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
ば
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
建
設
業
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と
で

も
あ
る
。例
え
ば
、多
数
の
建
設
機
械
を

無
人
で
同
時
に
操
作
し
た
り
、資
材
を
自

動
で
搬
送
す
る
仕
組
み
な
ど
は
、そ
れ
ぞ

れ
単
独
の
技
術
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
、組
み
合
わ
せ
が
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら

だ
。既
存
の
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

融
合
し
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
の
は
、

建
設
企
業
が
得
意
と
し
て
き
た
。

　
し
か
し
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
る

中
小
企
業
す
べ
て
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
求
め
る
の
は
難
し
い
。目
先
の
課
題
と

と
も
に
中
期
も
見
据
え
た
対
応
が
早
く

進
む
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
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